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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

第 2038号 2015年 7月 25日

　
最
近
、
報
道

さ
れ
る
ミ
ヤ
ン

マ
ー
の
少
数
民

族
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ

難
民
問
題
。
し

か
し
ミ
ヤ
ン

マ
ー
建
国
の
父
と
言
わ
れ
る

ア
ウ
ン
サ
ン
将
軍
の
娘
で

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
の
ア

ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
は
、

こ
れ
に
つ
い
て
沈
黙
し
て
い

る
。
な
ぜ
か
？
▼
過
去
、
英

国
は
ビ
ル
マ
と
称
し
て
植
民

地
と
し
、
ア
ヘ
ン
生
産
地
と

し
て
支
配
し
た
。
現
在
で
も

麻
薬
を
資
金
源
と
し
た
反
政

府
軍
も
実
在
す
る
。
英
国
は

こ
れ
ら
の
民
族
紛
争
を
利
用

し
た
統
治
策
で
ア
ヘ
ン
製
造

を
イ
ン
ド
人
に
管
理
さ
せ
る

一
方
、
カ
チ
ン
族
ら
山
岳
少

数
民
族
を
利
用
し
て
監
視
さ

せ
る
な
ど
ビ
ル
マ
国
民
の
恨

み
が
自
ら
に
及
ば
な
い
よ
う

に
支
配
し
て
い
た
▼
ロ
ヒ
ン

ギ
ャ
問
題
は
、
英
国
が
蒔
い

た
紛
争
の
種
で
あ
る
 ▼
報

道
に
踊
ら
さ
れ
な
い
よ
う
、

奥
に
潜
む
問
題
を
見
極
め
た

い
。

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
黒
は
1
、
3
の
好

手
順
で
白
を
仕
留
め
ま
す
。

（
5
分
で
初
、
二
段
以
上
）

管運の精通者育成が専科生の
　強制配転とはあまりにも無策だ

　
７
月
　
日
の
発
令
で
は
、
問
題
の
あ
る
配
転
が

１０

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
把
握
し
て
い
る
一
部
で
す

が
掲
載
し
ま
す
。

第１回　
７
月
８
日
（
水
）　
時
か
ら
東
京
高
裁
１
０
１
号
大

14

法
廷
で
第
１
回
口
頭
弁
論
が
お
こ
な
わ
れ
、
全
国
税
か

ら
は
高
橋
浩
司
原
告
を
含
め
３
名
の
組
合
員
が
参
加
し

ま
し
た
。　
次
回
は
　
月
　
日
（
水
）
で
す
。

10

14

 国
家
公
務
員
賃
下
げ
訴
訟

　
　
 東
京
高
裁
で
審
理
開
始

　
口
頭
弁
論
は
、　
名
入
れ

９８

る
大
法
廷
が
原
告
や
支
援
者

で
満
席
に
な
る
中
で
開
廷
さ

れ
、　
控
訴
人
を
代
表
し
て

国
公
労
連
・
宮
垣
中
央
執
行

委
員
長
と
控
訴
人
代
理
人
を

代
表
し
て
加
藤
健
次
弁
護
士

が
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
陳
述
を

行
い
ま
し
た
。

　（
控
訴
人
代
表
の
意
見
陳

述
要
旨
は
次
号
に
掲
載
予

定
）
　
そ
の
後
、
加
藤
弁
護
士
か

ら
、
①
答
弁
書
に
対
す
る
反

論
の
準
備
書
面
を
提
出
す
る

　
口
頭
弁
論
に
先
立
ち
、
東

京
高
裁
前
集
会
に
は
支
援
団

体
を
含
め
た
約
1
3
0
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
鎌
田

国
公
労
連
書
記
長
は
、「
憲

法
第
　
条
で
公
務
労
働
者

28

は
、
労
働
基
本
権
を
制
約
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
代
償
措
置

で
あ
る
人
事
院
勧
告
を
無
視

し
、
議
員
立
法
で
一
方
的
に

賃
下
げ
を
お
こ
な
っ
た
こ
と

は
憲
法
違
反
だ
」「
東
京
地
裁

判
決
は
、
被
告
で
あ
る
政
府

側
の
筋
書
き
に
そ
っ
た
都
合

の
よ
い
記
述
を
並
べ
た
。
司

法
の
姿
勢
が
問
わ
れ
る
不
当

な
判
決
だ
」

 　「
憲
法
尊
重
擁
護
の
義
務

　
口
頭
弁
論
後
弁
護
士
会
館

で
お
こ
な
わ
れ
た
報
告
集
会

で
、
宮
垣
委
員
長
は
「
民
間

企
業
で
は
整
理
解
雇
法
理

（
整
理
解
雇
の
４
要
件
）が
確

立
し
て
い
る
。
国
家
公
務
員

に
お
い
て
も
代
償
措
置
が
機

能
し
な
い
場
合
に
は
民
間
の

　
傍
聴
席
が

　
　
控
訴
人
等
で
満
席

を
負
う
公
務
労
働
者
と
し
て

賃
下
げ
違
憲
訴
訟
を
全
力
で

た
た
か
う
と
と
も
に
、
戦
争

法
案
に
反
対
し
、
憲
法
を
守

る
た
た
か
い
に
全
力
を
あ
げ

よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

法
理
が
適
用
さ
れ
る
べ
き

だ
」
と
発
言
。
弁
護
士
か
ら

は
、「
第
１
回
の
弁
論
だ
け

で
終
わ
り
に
さ
せ
な
い
と
言

う
第
１
回
の
目
標
は
突
破
し

た
」「
民
主
党
政
権
は
、
連
合

に
賃
下
げ
を
納
得
さ
せ
る
の

と
引
き
換
え
に
、
自
律
的
労

使
関
係
を
作
ろ
う
と
し
た

が
、
賃
下
げ
だ
け
に
な
っ

た
。」「
一
審
の
平
山
証
人
だ

け
で
は
足
り
な
い
の
で
、
国

側
の
証
人
と
し
て
片
山
善
博

氏
（
当
時
総
務
大
臣
）
ら
３

人
を
申
請
し
た
」
経
過
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　
片
山
元
総
務
大
臣
の

　
　
　
　
　
証
人
申
請

こ
と
、
②
証
拠
申
出
書
に
関

す
る
補
足
意
見
を
提
出
す
る

こ
と
、
③
学
者
か
ら
の
意
見

書
の
提
出
を
予
定
し
て
い
る

等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
高
橋
浩
司
原
告
（
左
）
真
貝
副
委
員
長

　
各
地
連
の
発
令
状
況

　
最
初
の
異
動
で

　
　
希
望
外
の
管
運
へ

全国税組合員
6級ポスト発令状況

ポスト期別地連

管運統括官51年採用関信

資産特官専15期東京

個人特官専11期東海

徴収特官専15期北陸

全国税組合員に対する6級ポスト発令数の推移
15141312111009080706年
44811131023242421ポスト発令

　
あ
る
局
で
は
専
科
　
～
　

39

40

期
の
青
年
に
希
望
外
の
管
理

運
営
部
門
へ
の
発
令
が
相
当

数
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
３
年

間
の
交
流
人
事
だ
と
言
う
も

の
の
、
中
に
は
定
着
を
に
お

わ
さ
れ
た
職
員
も
い
た
そ
う

で
す
。

　
そ
も
そ
も
１
年
目
に
全
員

管
理
運
営
に
配
置
し
、
残
留

希
望
を
無
視
し
な
け
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
事
態
は
起
こ
ら

ず
、
精
通
者
と
し
て
育
っ
て

い
た
は
ず
と
の
声
や
、
調
査

で
４
年
間
頑
張
っ
て
き
た
こ

と
は
な
ん
だ
っ
た
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
す
。　
１
年
目
全

員
配
置
を
見
直
さ
な
け
れ

ば
、
今
後
毎
年
同
じ
悲
劇
が

繰
り
返
さ
れ
ま
す
。

　
広
範
囲
な
地
域
に
署
が
点

在
す
る
札
幌
局
で
は
、
異
動

で
転
居
が
絡
む
例
が
多
く
、

単
身
や
独
身
の
場
合
は
　
日
17

着
任
と
な
り
ま
す
が
、
内
示

か
ら
着
任
ま
で
が
早
ま
っ
て

い
ま
す
。　
中
に
は
着
任

早
々
調
査
準
備
の
署
も
あ

り
、
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
通
勤
困
難
地
で
、
再
任
用

者
の
退
職
署
で
の
再
任
用
の

要
求
が
実
現
し
た
例
も
あ
り

ま
す
が
、
多
く
の
再
任
用
者

は
転
勤
が
伴
い
ま
す
。

　
東
北
地
連
の
組
合
員
の
場

合
は
希
望
外
の
上
、
組
合
活

動
に
も
支
障
が
あ
り
、
直
ち

に
是
正
を
求
め
ま
す
。

　
再
任
用
の
勤
務
地
は
 

　
　
希
望
を
尊
重
せ
よ

　
全
国
税
は
、
長
年
の
組
合

差
別
解
消
を
求
め
長
官
交
渉

や
各
級
機
関
の
交
渉
で
訴
え

て
来
ま
し
た
が
、
発
令
数
は

全
国
で
わ
ず
か
4
名
で
あ

り
、
６
級
ポ
ス
ト
、
各
級
昇

格
で
の
全
国
税
差
別
は
解
消

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
沖
縄
国
公
労
全
税

支
部
組
合
員
に
対
し
て
も
発

令
が
な
く
、
国
税
庁
の
組
合

敵
視
政
策
は
な
ん
ら
変
わ
り

ま
せ
ん
。　
断
固
抗
議
を
し

【
北
海
道
地
連
】

　
６
級
ポ
ス
ト
、
５
級
昇
格

発
令
は
今
年
も
な
し
。

　
配
転
で
は
上
席
以
下
の
単

身
赴
任
は
２
年
で
解
消
。
退

職
署
で
の
再
任
用
が
実
現
。

【
東
北
地
連
】

　
普
通
科
　
期
二
名
の
内
一

33

名
の
再
任
用
者
に
希
望
外
勤

務
地
。
仙
台
局
に
抗
議
。

【
関
信
地
連
】

　
６
級
ポ
ス
ト
は
　
年
採
用

51

の
女
性
一
名
の
み
に
発
令
。

専
８
期
以
降
、
普
　
期
以
降

34

に
発
令
な
し
。

　
昨
年
ポ
ス
ト
発
令
さ
れ
た

組
合
員
に
6
級
昇
格
あ
り
。

【
東
京
地
連
】

　
６
級
ポ
ス
ト
は
専
　
期
の

15

一
名
の
み
に
発
令
。
６
級
、

５
級
二
名
、
４
級
昇
格
の
重

点
要
求
者
に
発
令
な
し
。

　
配
転
で
は
仙
台
局
へ
の
配

転
希
望
実
現
。

【
北
陸
地
連
】

　
６
級
ポ
ス
ト
は
専
　
期
の

15

一
名
の
発
令
の
み
で
、
普
　34

期
に
発
令
な
し
。

【
東
海
地
連
】

　
６
級
ポ
ス
ト
は
専
　
期
の

11

一
名
の
発
令
の
み
。
昨
年
ポ

ス
ト
発
令
さ
れ
た
組
合
員
に

６
級
昇
格
発
令
あ
り
。

【
近
畿
地
連
】

　
６
級
ポ
ス
ト
三
名
、

５
級
昇
格
二
名
の
重
点

要
求
を
含
め
組
合
員
に

２
年
続
け
て
発
令
な

し
。
　
近
畿
地
連
は
大
阪
局

に
抗
議
行
動
を
行
い
ま
し

た
。

　
転
居
即
調
査
着
手
は
 

　
　
　
　
　
　
や
め
ろ

　
北
陸
新
幹
線
が
開
通
し
た

金
沢
局
で
は
、
富
山
～
金
沢

相
互
間
で
の
通
勤
が
便
利
に

な
っ
た
た
め
か
、
周
辺
署
を

含
め
た
広
範
囲
な
配
転
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
開
通
に

伴
い
関
信
局
か
ら
の
配
転
も

あ
っ
た
と
の
こ
と
。

　
仙
台
局
で
も
遠
距
離
通
勤

が
広
が
っ
て
い
る
と
の
報
告

も
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
局
で

は
３
ヵ
月
で
　
万
円
程
度
の

15

持
ち
出
し
が
あ
っ
た
職
員
も

…
…
。

　
全
国
税
は
人
事
院
に
対
し

通
勤
手
当
全
額
支
給
を
要
求

し
て
い
ま
す
が
、
新
幹
線
通

勤
を
含
め
、
遠
距
離
通
勤
を

し
な
く
て
よ
い
よ
う
な
配
転

政
策
を
行
な
う
べ
き
で
す
。

　
新
幹
線
網
の
発
達
で
 

　
通
勤
費
持
出
し
拡
大

7
月
人
事

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

 近畿2年連続発令なし

 全国税差別温存！

ま
す
。
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鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
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鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

年
は
国
専
　
期
・
普
通
科
　

41

70

期
が
該
当
）多
く
の
人
が「
布

団
付
き
配
転
」
で
し
た
。
ま

た
、
国
専
　
期
の
方
の
配
置

45

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
最
初

に
赴
任
す
る
部
門
が
管
運
で

あ
る
関
係
上
、
官
運
部
門
の

職
員
は
今
年
も
新
人
に
仕
事

を
覚
え
て
も
ら
う
の
に
、
大

変
だ
～
な
ど
と
、
色
々
な
意

見
が
飛
び
交
っ
て
い
る
昨
今

で
す
。

【
職
場
の
声
】

　
年
金
一
元
化
に
よ
る
改
正

が
あ
っ
た
た
め
か
退
職
さ
れ

る
方
・
再
任
用
さ
れ
る
方
か

〈
解
答
〉黒
1
の
ツ
ケ
か
ら
3

と
打
つ
の
が
大
切
な
手
順
。

白
4
に
は
黒
5
で
白
死
で

す
。
黒
1
で
3
は
白
5
黒
1

白
イ
で
白
生
き
。
白
2
で
ロ

な
ら
黒
2
で
白
死
。
黒
3
で

4
は
白
ロ
で
白
生
き
で
す
。

頼
り
の
総
務
に
無
い

【
近
畿
・
京
滋
支
部
】

　
再
任
用
職
員
懇
談
会
で

再
任
用
職
員
が
大
切
に
さ

れ
な
い
現
状
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。
各
職
場
で
の

取
り
扱
い
が
バ
ラ
バ
ラ
で

「
再
任
用
職
員
が
特
て
る

力
を
発
揮
で
き
る
職
場
」

が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
鍵
当
番

の
取
り
扱
い
や
超
勤
手
当

に
つ
い
て
も
各
署
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
。

　
保
険
や
年
金
な
ど
総
務

課
職
員
に
知
ら
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
職
員
が
頼
り
に

し
て
い
る
「
総
務
」
に
そ

ん
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
無
い

の
で
す
。
３
級
か
ら
４
級

に
な
っ
た
と
き
、
退
職
辞

令
と
採
用
辞
令
が
あ
り
ま

し
た
。「
い
っ
た
ん
退
職

し
た
の
だ
か
ら
年
休
も
当

然
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
」
と

不
安
に
な
っ
た
職
員
が
、

総
務
に
確
認
を
し
ま
し
た

が
、
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
再
任
用
職
員
は
職
員

と
同
様
に
仕
事
を
し
「
拾

い
超
勤
」
も
あ
る
は
ず
で

す
が
、
今
ま
で
全
く
超
勤

が
付
い
て
な
い
職
員
、
毎

月
数
時
間
の
超
勤
が
あ
る

職
員
、
確
申
期
で
は
相
当

時
間
が
付
い
て
い
た
職
員

な
ど
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。

定
期
異
動
前
の
時
期

【
愛
知
東
支
部
・

岐
阜
支
部
合
同
教
宣
部
】

　
さ
て
、
定
期
異
動
目
前

の
時
期
で
、
昨
年
の
例
で

は
初
め
て
の
異
動
で
（
今

ら
の
ご
意
見
な
り
質
問
が
か

な
り
あ
り
ま
し
た
。
再
任
用

の
方
も
名
古
屋
局
で
す
で
に

１
７
３
名
と
な
り
、
そ
の
処

遇
な
り
、
仕
事
の
在
り
様
に

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
（
再
任
）
７
月
３
日
の
内

示
日
は
自
分
週
休
日
で
す

が
、
内
示
は
ど
う
な
る
の
か

な
あ
～
。

Ｂ
　
通
常
は
、
上
司
か
総
長

か
ら
自
宅
へ
電
話
連
絡
が
あ

る
っ
て
さ
。

Ｃ
（
新
再
任
）
年
次
休
暇
っ

て
ど
う
な
る
の
か
な
あ
。

Ｂ
　
フ
ル
の
人
は
今
ま
で
と

同
じ
で
す
よ
。
週
４
の
人

は
　
月
ま
で
は
　
日
×
4

12

20

／
5
×
6
／
　
＝
8
日
・

12

来
年
の
１
～
３
月
で
４
日

付
与
、
週
３
の
人
は
同
じ

計
算
方
式
で
６
日
・
来
年

１
～
３
月
で
３
日
。

Ｄ
（
若
手
）
幹
部
の
前
で

ス
ピ
ー
チ
を
さ
せ
ら
れ
た

よ
。
演
題
ま
で
つ
け
ら
れ

て
。
①
自
分
が
働
い
て
い

る
の
は
何
の
た
め
か
、
何

を
め
ざ
し
て
か
。
②
将
来

ど
う
い
う
人
間
に
な
り
た

い
か
、
社
会
人
と
し
て
、

税
務
職
員
と
し
て
。
③
こ

の
一
年
で
自
分
が
成
長
で

き
た
点
は
。
④
今
の
自
分

を
ど
う
思
う
か
、
社
会
人

と
し
て
、
税
務
職
員
と
し

て
。
で
…
…
「
公
開
処
刑

み
た
い
で
し
た
」。

Ｅ
　
き
れ
い
事
を
言
わ
せ

る
た
め
の
訓
練
じ
ゃ
な
い

の
。
幹
部
の
人
に
ま
ず
過

去
を
振
り
返
っ
て
ス
ピ
ー

チ
し
て
も
ら
い
た
い
ね
。

　全国税労働組合「第73回定期大会」を次
のとおり開催しますので、規約23条によ

り告示します。

記

　【日　時】　2015年8月22日（土）〜23日（日）
　【会　場】　ホテル機山館（きざんかん）
　　　　　　東京都文京区本郷4−37−20
　　　　　　TEL 03（3812）1211

　【主な議題】
　　①　2014年度一般経過報告など
　　②　2014年度決算報告
　　③　2015年度運動方針（案）
　　④　2015年度財政方針（案）
　　⑤　2015年度税研運動方針（案）
　　⑥　役員・中央委員の選出、規約改正
　　⑦　その他
　　
全国税労働組合中央執行委員長　阿部　富次
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第73回定期大会告示

　
5
月
　
日
青
森
県
入
り
し
た

31

国
民
平
和
大
行
進
は
、
６
月
１

日
か
ら
青
森
県
内
行
進
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
は
、
津
軽
半
島
を

北
上
し
て
北
端
の
三
厩
ま
で
、

最
後
は
五
所
川
原
市
で
し
た
。

　
二
日
目
は
、
五
所
川
原
市
か

ら
岩
木
山
を
眺
め
な
が
ら
浪
岡

ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

　
地
連
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ
た

新
し
い
幟
は
、「
い
い
幟
で
す

ね
」
と
ほ
め
て
く
れ
る
人
も
い

て
、
好
評
で
す
。

「2015国民平和大行進」が青森県内を行進

　
５
月
中
旬
に
全

国
税
・
日
韓
連
帯

交
流
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
は
、
ソ
ウ

ル
・
光
州
を
め

ぐ
っ
て
き
ま
し

た
。
光
州
は
、
韓

国
民
主
化
の
契
機

と
な
っ
た
光
州
民

衆
抗
争
の
舞
台
で

す
。　
年
前
、
当

35

時
の
朴
正
煕
大
統

領
暗
殺
後
、
実
権

を
握
っ
た
全
斗
煥

軍
事
独
裁
政
権
が

民
主
化
を
求
め
る

民
衆
運
動
弾
圧
の

た
め
全
土
に
戒
厳

令
を
発
し
光
州
で

は
集
ま
っ
た
市
民

た
ち
に
軍
隊
を
繰

り
出
し
発
砲
し
、

市
民
に
多
数
の
死

者
を
出
す
惨
事
と

な
り
ま
し
た
。

　
弾
圧
の
歴
史
を
刻
む
、
当

時
軍
の
基
地
内
に
あ
っ
た
刑

務
所
と
裁
判
所
を
見
学
し
ま

し
た
。
現
在
は
民
主
化
へ
の

足
跡
を
標
す
記
念
館
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

韓
国
税
務
職
員

　
金
東
日
さ
ん
と
の
再
会
 

　
今
回
訪
韓
の
目
的
の
一
つ

メディアが「嫌韓」煽る中、全国税訪韓・ 交流

は
、
韓
国
税
務
職
員
・
金
東

日
（
キ
ム
・
ド
ン
イ
ル
）
さ

ん
と
の
再
会
で
す
。
金
東
日

さ
ん
は
韓
国
国
税
庁
の
内
部

掲
示
板
に
内
部
告
発
を
書
き

込
ん
だ
こ
と
で
２
度
目
の
解

職
処
分
を
受
け
ま
し
た
が
韓

国
民
主
勢
力
の
支
援
を
受

け
、
最
高
裁
で
無
罪
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
職

場
に
復
帰
し
て
現
在
は
納
税

者
保
護
官
を
務
め
て
い
ま

す
。
　
全
国
税
は
こ
の
闘
い
を
支

援
し
、
2
0
1
2
年
度
の
大

会
に
招
待
し
て
勝
利
を
喜
び

合
い
ま
し
た
。 

　
再
会
し
た
そ
の
夜
は
一
緒

全
国
税
・
日
韓
交
流
連

帯
委
員
会
（
塩
谷
亮
）

 原
水
爆
禁
止
2
0
1
5
世
界
大
会
成
功
の
た
め

 広
島
・
長
崎
を
め
ざ
し
全
国
を
進
む
国
民
平
和
大
行
進

に
記
念
行
事
に
参
加
し
ま
し

た
。
歌
や
当
時
の
再
現
劇
、

伝
統
芸
能
な
ど
が
最
後
の
籠

城
戦
の
あ
っ
た
旧
道
庁
前
の

大
通
り
で
行
な
わ
れ
、
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
若
い
人

た
ち
の
参
加
が
多
く
、
民
主

主
義
や
政
治
に
関
心
を
持
っ

て
い
る
若
者
が
多
い
な
と
感

じ
ま
し
た
。
翌
日
は
事
件
の

犠
牲
者
が
眠
る
墓
地
公
園
で

の
記
念
行
事
に
金
東
日
さ
ん

の
案
内
で
参
加
し
ま
し
た
。

政
権
側
か
ら
も
首
相
代
理
が

挨
拶
を
述
べ
る
な
ど
時
代
の

変
化
を
感
じ
ま
し
た
。　

旧道庁前の広場で金東日さんを囲む一同。

 違憲・民主主義破壊の
 　　  戦争法強行採決糾弾！

「戦争法案採決は許さない」と東京日比谷野外音楽堂で開かれた集会

　
日
比
谷
の
大
集
会
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
一
時
間
前

に
会
場
に
入
り
ま
し
た
が
、

そ
の
時
で
も
大
勢
の
参
加
者

が
続
々
と
詰
め
か
け
て
い
ま

し
た
。

　
６
時
半
開
会
の
大
集
会
で

し
た
が
、
六
時
に
は
入
場
が

制
限
さ
れ
、
２
万
人
を
超
え

る
参
加
者
と
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
　
主
催
者
挨
拶
で
佐
高
信
氏

は
「
戦
争
法
案
が
悪
い
こ
と

は
当
然
だ
け
ど
民
主
主
義
か

独
裁
か
と
い
う
こ
と
も
含
ん

で
い
る
」
と
発
言
し
た
こ
と

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
帰
宅
し
、
民
主
主
義
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た

ら
、
そ
の
説
明
に
「
民
主
主

義
社
会
は
、
寛
容
と
協
力
と

譲
歩
と
い
っ
た
価
値
を
何
よ

り
も
重
視
す
る
。
民
主
主
義

国
は
、
全
体
的
な
合
意
に
達

す
る
に
は
譲
歩
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
合
意
達
成
が

常
に
可
能
だ
と
は
限
ら
な
い

こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。」

　
安
倍
晋
三
は
「
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
」
だ
け
で
な
く
、
民
主

主
義
に
つ
い
て
も
勉
強
し
た

ほ
う
が
い
い
。

　
世
界
に
誇
れ
る
憲
法
９
条

を
拡
げ
る
平
和
へ
の
外
交
努

力
こ
そ
抑
止
力
を
高
め
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
今
日
、
委
員
会
で
強
行
採

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
で
も
諦
め
な
い
で
続
け
ま

し
ょ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
で
き

る
こ
と
を
。

戦争法廃案7.14大集会に２万人を超える参加者

　
国
公
労
連
は
７
月
　
日
「
戦
争
法
制
関
連
法
案
の
衆

15

議
院
特
別
委
員
会
で
の
強
行
採
決
に
抗
議
す
る
」
談
話

を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
7
月
　
日
日
比
谷

14

公
園
で
反
対
集
会
が
開
か
れ
、
参
加
し
た
全
国
税
関
信

地
連
組
合
員
Ｏ
Ｂ
か
ら
報
告
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃
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